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 第 3 章では, 稈密度と地上部乾重に対して卓越した影響が認められた林冠樹種による光環境の違い
     




った。フェノロジカルギャップが認められる 5 月と 10 月にはチシマザサの葉面積当たりの最大光合成
速度に有意差がみられなかったが，この時期にはホオノキ林冠下の方がフェノロジカルギャップによっ
て明るい時期が長く生産量が高いと考えられる。ホオノキ林冠下の方がブナ林冠下に比べ個葉の乾重は
大きく,個葉の LMA が大きい上に個葉面積が大きかった。以上からホオノキ林冠下では個葉に大きなコ
ストをかけ，しかも面積の大きな個葉を付けるので個葉当たりの生産量が大きいのに対して, 光資源に
制限があるブナ林冠下ではより低いコストで葉を拡げより効率的に生産する必要があるが，実際には葉
面積が小さい個葉しか付けられないため生産量が低い。稈当たりの生産量を考えると，稈 1本あたりの
葉数と葉の入れ替わりは林冠樹種による違いがなく，総葉面積が大きいホオノキ林冠下のほうがブナ林
冠下より稈当たりの生産量が大きいと考えられる。 
 以上から，ホオノキ林冠下の方がチシマザサの稈当たりの生産量が高いと考えられ，ホオノキ林冠下
ではブナ林冠下と比べ稈密度が高く地上部乾重が大きいと考えられる。また，ブナ林冠下では，十分稼
ぐことができないほど光資源の制限を強く受けていると考えられる。したがって，ブナ林冠下で稈の密
度と地上部乾重が一定の量を保ち，ブナ林冠下でもホオノキ林冠下と同様に稈を入れ替え，定常状態を
維持することができるのは，光資源の制限を受けているブナ林冠下の群落に対して，より光資源が多く
生産量の大きい周囲の群落から地下茎を介して生産物の転流があるためではないかと推察される。こう
して，ブナ林冠下でも群落が維持され閉鎖林冠下でチシマザサの群落が維持されていると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
